
「かぬま第九講座」
～ ” 第九 ” を基礎から学んで一緒に歌おう！ ～

─　受講生募集　─

土・日曜日：午後 6時～ 7時 30 分
６月～７月（全 6回）

①6/15　②6/21　③6/28 
④7/5　   ⑤7/13　⑥7/26

日　程

会　場 かぬまケーブルテレビホールリハーサル室
（鹿沼市民文化センター）

講　師

募集内容 ３０名程度
（中学生以上の第九未経験者）

受  講  料 2,000 円（学生 1,000 円）全 6回分

発音の基礎から学んで、１１月９日（日）開催の「市民歌の集い」
で歓喜の歌を奏でよう！歌の好きな皆さんの参加をお待ちしてます。

申  込  み ☎0289-65-5581( 鹿沼市民文化センター )

かぬま第九講座

６月～７月

※今回の講座で基礎から
　楽しく学びます！

➡ ➡

８月～１１月

（全６回）

市民歌の集い
第九コーラス練習
※市内の合唱団と一緒に
　本番に向けての練習！

１１月９（日）

（全１０回程度 /無料）

金曜日午後７時～ /小ホール

さあ！いよいよ本番です！

Alle  Menschen  werden  Brűder「全ての人々は兄弟となる」

【申込・問合せ】かぬまケーブルテレビホール（鹿沼市民文化センター）☎0289-65-5581

4/27（日）10:00 ～電話受付

■主催：公益財団法人かぬま文化・スポーツ振興財団

※教材費（教本）込み

＂第九＂って？

「Ginza Opera」のメンバー

「交響曲第 9番 ニ短調 作品 125」、通称「第九」はベートーヴェンが書いた 9番目 ( 最後 )
の交響曲。通常、交響曲はオーケストラだけで演奏されますが、第九は第４楽章に歌が
入ります。これが第九の最大の特徴です。
年末の風物詩でもあり、日本ではよく演奏される交響曲のひとつです。
聴いてみれば、皆さんも ”この曲か！ ”となるはずです。

鹿沼市銀座通りを拠点に活動する若手オペラユニット


